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２．景観計画の区域
１　景観計画区域

我孫子市は、法第８条第２項第１号の規定により市全域4319haを景観
計画区域と定める。

２　特定地区

「景観形成推進ゾーン」のうち、市が特に先導的かつ重点的に景観形成
を推進すべきある一定の区域を、法第８条第２項第１号の規定により
特定地区と定める。

地区の名称 手賀沼ふれあいライン特定地区

地区の位置・区域 区域図のとおり定める 面積 626ha

地区の方針 ・人と鳥が共存できる我孫子らしい緑と水辺が一体
となった景観づくり

・まち全体に水辺や緑の豊かさ、賑わいなどの多様
な表情が感じられる、魅力ある景観づくり

・道の特性や歴史的・文化的遺産を活用し人の回遊
に配慮した景観づくり

　　　　　手賀沼ふれあいライン特定地区の区域図

　　　　　指定の経緯

「ハケ・ふれ２１」市民会議提案書
の指摘を受け、市は色彩景観ガイ
ドラインと道路きわ景観ガイドラ
インを策定した。
その後、柏市境から都部新田まで
の手賀沼ふれあいライン両側200m
を景観条例に基づく特定地区に指

定し、手賀沼や斜面林、農地やハケ
の道などの特性に配慮した景観づ
くりを進めてきた。
今回の指定にあたっては、土地利
用方針と地形的なつながりを踏ま
えて地形地物等で明確に区分でき
る区域とする。
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３　推進地区

住民参加による景観形成を促進するため、住民や特定非営利活動法人
などの提案により、良好な景観を形成すべき区域として指定する地区
を推進地区とする。

　　　　　推進地区指定まで

法第１１条の規定により推進地区として提案できる要件

提案できる者 土地又は建物の所有者、特定非営利活動法人、公益
法人、自治会、当該土地を造成して販売する事業
者、一定の要件を満たす任意団体

提案の条件 提案者が景観計画素案を作成し、その素案が土地及
び建物の所有者の３分の２以上の同意を得ているこ
と。

区域の面積 ０．５ha以上
ただし、景観形成推進ゾーンで特に市長が必要と認
めた場合は、０．１ha以上とすることができる。

※提案者、土地及び建物の所有者は
地区景観形成協議会を結成し、市長
の認定を受け、その助言・指導を求
めることができる。

提案があった場合
・審議会の意見を聴いた上で、市長が判断する。

指定しない理由を提示し通知する。

提案を不採用　　　　　

　　　　　　提案を採用　　　　　

素案をもとに市が案を作成し、当
該地区を推進地区とする景観形成
基本計画の変更を行い、告示す
る。

内容によっては、当該地区
における行為の届出に関し
て条例を改正する必要が生
じる。
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